
 

『令和６年度 全国学力・学習状況調査』結果概要のお知らせ 

 ４月１８日に全国の６年生を対象とした「令和６年度全国学力・学習状況調査」が行われました。本調査の結果に基づく本

校の「課題」と「改善の方向性」をお知らせいたします。このうち、細かく見取った際に見えた課題については、学校全体の

課題として捉え、今後の指導に生かしていきたいと考えております。本調査は、全国的な児童の学力や学習状況を把握・分析

し、学校における児童への教育活動の充実や学習状況の改善等に役立てることを目的としています。 

個人の結果につきましては、既に各家庭にお知らせしております。６年生の結果分析をお知らせするとともに、毎年更新す

る「『学ぶ力』の育成プログラム」などにおける実践を通して、今後も子どもたちの学力向上に努めていきます。なお、本調査

により測定できるのは学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面であることをご理解いただきますようお願

いいたします。 

 

教科に関する調査（国語・算数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国語に関する調査の結果概要及び課題と改善の方向性について】 
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【知識及び技能】 

◇『言葉の特徴や使い方に関する事項』 

全国平均とほぼ同程度だが、

やや上回っている。 

◆『情報の扱い方に関する事項』 

全国平均とほぼ同程度だが、

やや下回っている。 

◇『我が国の言語文化に関する事項』 

全国平均とほぼ同程度だが、

やや上回っている。 

【思考力・判断力・表現力等】 

■『話すこと・聞くこと』 

全国平均を下回っている。 

□『書くこと』 

全国平均を上回っている。 

□『読むこと』 

全国平均を上回っている。 

課題改善の方向性 

〇与えられた資料から内容を読

み取ること、複数の資料を見て

その関係について考えること

などの経験を多く積ませる。 

 

 

○少人数グループによる学び合 

いの中で、主体的に自身の考え

を整理しながら表出する機会

を保障する。 

 

○目的に応じて、要旨を捉えなが

ら文章を読んだり、自分の考え

をまとめながら話したりする

活動を重視していく。 

①身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内

容や、実生活において不可欠であり常に活用できるようになって

いることが望ましい知識・技能など 

②知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力などに関わる内容

や、様々な課題解決のための構想を立て実践し評価・改善する力

などに関わる内容 

全国の平均正答率と比較して、±3ポイン

ト以内の差であるものは「ほぼ同程度だが、

やや上回っている」「ほぼ同程度だが、やや

下回っている」、3.1ポイント以上の差があ

る場合は「全国平均を上回っている」「全国

平均を下回っている」としています。 

今回の調査における課題 

●情報と情報との関係付けの仕

方、図などによる語句と語句と

の関係の表し方を理解し使う

ことができる。 

 

 

●資料を活用するなどして、自分

の考えが伝わるように表現を

工夫することができる。 

 

 

●目的や意図に応じて、集めた材

料を分類したり関係付けたり

して、伝え合う内容を検討する 

ことができる。 



【算数に関する調査の結果概要及び課題と改善の方向性について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活習慣や学習環境に関する質問紙調査にかかわって】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観 点 別 

【知識及び技能】 

□全国平均を上回っている。 

【思考・判断・表現】 

 □全国平均を上回っている。 

 

領 域 別 

□『数と計算』 

全国平均を上回っている。 

□『図形』 

全国平均を上回っている。 

□『変化と関係』 

全国平均を上回っている。 

□『データの活用』 

全国平均を上回っている。 

課題改善の方向性 

〇少人数グループによる学び合 

いの中で、既習事項について補

い合いながら補填する機会を

多く取り入れ、基礎・基本の定

着を図る。 

 

○図形領域では、実際に具体物

（立体）を見たり触ったりする

ことで、実感を伴った理解がで

きるように努める。 

 

○学びのサポーターとも連携し、

個に応じた取組をしながら、基

礎基本が定着できる場を保証

する。 

肯定的な回答が多かったもの 

・朝食を毎日食べていますか。 

・先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いま

すか。 

・人が困っているときは、進んで助けていますか。 

・人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 

・学校に行くのは楽しいと思いますか。 

・自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか。 

・学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを

深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができてい

ますか。 

・授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、

お互いに協力しながら課題の解決に取り組んでいますか。 

○基本的生活習慣が身に付き、学習にも意欲的な傾向が見られます。一つの事象に対し、自分なりの考えをもって追求する

こと、友達と考えを交流すること、発展して次の課題に向かうことなど、日常の少人数での学習を生かした学びができて

います。国語の言語事項や算数の四則計算など、学習の基礎基本にはやや課題も見られます。□を用いた式などでの問題

場面の意味理解なども努力を要する部分があります。個の力を伸ばす場面を大切にした授業づくりをしていきます。 

○「人が困っているときは、進んで助けていますか。」「人の役に立つ人間になりたいと思いますか。」など、自己有用感・

規範意識の部分は、少人数での「グループ学習」や全校での「たてわり活動」がベースになっていると考えています。し

かし、気付きや思考を全体の場で主体的に行動したり、自分の意見を表出したりすることには消極的な傾向にあります。

行動の仕方について学んだり、成功体験を積み重ねたりしながら、安心して挑戦できるように支援していきます。 

○ＩＣＴ機器の活用はまだ不十分な面もあります。個の技能は習得していますが、友達の考えをＰＣ上で交流させたり、共

有したものを活用してさらに取組を進めたりする経験は、学習の中でも積極的に取り入れていく必要があります。子ど

もたちの実態に合わせた授業改善に努めていきます。 

今回の調査における課題 

●数量の関係を、□を用いた式に

表すことができる。 

 

 

●直方体の見取図について理解

し、かくことができる。 

 

 

●角柱の底面や側面に着目し、五

角柱の面の数とその理由を言

葉と数を用いて記述できる。 

 

 

●除数が小数である場合の除法

の計算をすることができる。 

否定的な回答が多かったもの 

・地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いま

すか。 

・ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器の活用 

自分のペースで理解しながら学習を進めることができる 

楽しみながら学習を進めることができる 

画像や動画、音声等を活用することで、学習内容がよく分かる 

自分の考えや意見を分かりやすく伝えることができる 

友達と考えを共有したり比べたりしやすくなる 

友達と協力しながら学習を進めることができる 

・算数の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用

できないか考えますか。 


